
９月定例会のお知らせ
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※日程は都合により変更されることがあります
※傍聴をご希望の方は議会事務局までお問い合わせください

議員と“語りたい”団体募集！
　今回の金津小学校のように、議員と語りたい団体・グループを募集しています。

参加者と議員が少人数のグループで気軽に意見交換できる場です。共に「あわら

の未来」について考えてみませんか？みなさまのご応募をお待ちしています！

子ども議会を開催します！
　中学生が“議員”となり、市政について真剣に

考え、自らの言葉で意見を発信する「子ども議

会」が、今年も開催されます。

当日の様子は市議会公式YouTubeにてリアルタイムで配信されます。

未来のまちづくりを担う子どもたちの“声”に、ぜひ耳を傾けてみてください。

パソコン、スマートフォン、

タブレットで本会議の様子

をみてみませんか？過去の

映像など配信しています。

Topics

［編集］あわら市議会広報特別委員会

〒919-0692  福井県あわら市市姫三丁目1番1号

あわら市議会事務局  TEL.0776-73-8045（直通）

本議会をライブ配信しています

発　行 

あわら市議会

市民のみなさんに親しまれ

る紙面を目指しています。

紙面についてのご意見・ご

感想をお寄せください。

ご意見・ご感想をお寄せください

～ 議員と語るまちの未来 ～

あわら市議会では、“市民”と“議員”が意見を交わす場として「議員と語ろう会」を開催しています。

今回は、金津小学校の6年生と意見交換を行った様子をご紹介します！

新発見！

「議長席って、こんなふうになってるん

だ！」と子どもたち。実際に議場内を見

学するなかで、議会やまちづくりへの興

味を深めてくれました。

議長席に座って特別体験！

議員が議会の役割や、まちのルールがど

う決まるのかをお話ししました。子ども

たちはメモを取りながら、真剣な表情で

耳を傾けてくれました。

議会ってどんなところ？ 
議員がわかりやすく解説！

「議員って、どんな仕事をしているの？」

「ショッピングセンターができるといい

な」など、子どもたちからたくさんの質

問やアイデアが飛び出しました。

グループに分かれて
子どもたちと意見交換！

議員の皆さんとの対話

を通して、自分たちのま

ちへの興味や関心が高

まりました！

開催日 10月22日（水）午後1時30分から

対 象 市内に拠点を置く団体、または市内に在住・在勤・在学する方々による

3名以上のグループ

申込み お申込みは右記QRコードを読み取り、応募要項をご確認のうえ、

お申込みください
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金津まつりの階段をのぼる小さな背中。

このまちの想いと伝統が、静かに

子どもたちの心に受け継がれていきます。

撮影場所：金津神社
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議運 … 議会運営委員会予決 … 予算決算常任委員会 広報 … 広報特別委員会 議活 … 議会活性化特別委員会

趣味１ あわら市のおすすめスポット2 あなたが考える「あわらの未来」や議員としての目標

議長・副議長からごあいさつ

市民の皆様には、平素より市議会及び市政に対しまして、温かいご理解と力強いご支援を賜り心より厚くお礼申し上げます。

このたび、議員各位のご推挙により、議長・副議長に就任いたしました。

今後とも、議会の果たすべき役割を十分に認識し、公正かつ円滑な議会運営に全力を尽くす所存でございます。

また人口減少・少子高齢化が更に進む中、地方自治体の役割はますます大きくなっております。二元代表制の一翼を担う議会におき

ましても市民の負託に応えるべく議会の改革・活性化に向けて努力し進めてまいります。

今後とも市議会や市政についてご理解とご協力をお願い申し上げ、就任のごあいさつといたします。
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6月定例会では、10人の議員が一般質問を行いました。

1人25分の持ち時間の中で、さまざまな議論が行われました。ここでは、そのやりとりの一部を掲載しています。

一般質問では、議員が市政の課題や方針について質問し、まちをより良くするための提案を行います。

ダイジェスト

各議員の名前横に掲載しているQRコードを

スマートフォンなどで読み取っていただくと

動画の視聴ページをご覧いただけます。

スマホで

動画が

見られる！

一般 質 問

捕獲隊の担い手確保や負担軽減に向けた対策はあるのか。

担い手の確保のため、狩猟免許取得の助成などの際に捕獲隊へ

の参加を呼び掛けている。若手隊員には、ベテランが罠や猟銃の扱

い方などの研修を行っている。ICT施策としては、監視カメラや罠

作動を知らせる通信機器、赤外線装置などを導入し、捕獲の効率化

を図っている。

捕獲隊の負担軽減が重要と考えるがどうか。

毎年、年度初めに猟友会と協議を行い、活動報酬を都度見直し

ている。負担軽減策として、専門業者による捕獲個体の回収・焼却、

罠設置箇所のデジタル管理、捕獲結果のオンライン報告などを実

施している。

農業と生活を守る有害鳥獣対策の強化について

Q

A

Q

A

議員

み かみ ひろ あき

三 上 寛了

議員

あお やぎ あつ し

青 柳 篤始

議員

しま だ とし や

島 田 俊哉

議員

ひら の とき お

平 野 時夫

議員

きの した ゆう じ

木 下 勇二

議員

よし だ た いち

吉 田 太一

議員

きた うら ひろ のり

北 浦 博憲

移住者が定住する対策だけでなく、今あわらに住んでいる人に

重きを置く定住対策制度設計があるべきではないか。

人口減少対策チームによると、若い女性の転出が目立ってい

る。転入元・転出先の4割が近隣の坂井市や福井市となっている。こ

うした現状の分析から、あわら市の目指す方向を市内の人を逃が

さないことと市内に人を呼び込むこととし政策を進めている。

移住体験ツアーは具体的にどのような企画か。

日帰りのチョイス型体験ツアーとなっており、空き家の内覧

会、地元農産物直売所や子育て支援センターの見学、先輩移住者と

の交流会などあわらでの生活を検討するためのツアーである。

移住定住について

Q

A

Q

A

議員

ほり た

堀 田 あけみ

議員

やま かわ とも ろういち

山 川 知一郎議員

むろ たに よう ろういち

室 谷 陽一郎

複合福祉施設内に計画されている「子どもの遊び場」完成後、

「行ってみたい」と思えるような利用促進策や、保護者目線での価

値向上策の考えは。

選ばれる遊び場となるよう年齢に応じたゾーニングやフォト

スポットを多数取り入れ、完成後も継続的なブラッシュアップを

図っていく。

子どもの遊び場の活用と子育て支援のあり方について

Q

A

これまでの企業誘致の成果と課題は。

古屋石塚テクノパークに４企業が進出し、また企業立地助成金を

活用した工場等の新築・増築が25件あり、200人超の新規雇用が創出

され、市税増収や人口維持・拡大などの成果が得られた。課題として、近

隣市町も同様の優遇措置があり、より魅力的な制度設計が求められる。

企業誘致と地元企業支援、人材確保戦略について

Q

A

本市は福井工業大学と総合協力協定、福井大学、福井県立大学

と包括的連携に関する協定を結んでいる。産学官の連携による事

業の創出を通して製品開発につなげ、雇用の拡大や産業の活性化

を図ってはどうか。

有意義な提案であると受け止め、企業や大学と十分な意見交換

を行いながら、連携の可能性について検討したい。

福井工業大学あわらキャンパスには、体育館、人工芝グラウンドが

ある。学生と市内の児童・生徒とのスポーツ交流を行ってはどうか。

地域に開かれた大学づくりを進める大学の姿勢も踏まえ、ス

ポーツ利用だけではなく、施設全体の活用を踏まえた交流機会の

創出についても前向きに検討する。

大学連携について

Q

A

Q

A

免許返納した高齢者がかかりつけの市外病院への通院に困っ

ている現状がある。地図上ではデマンドタクシーと電車やバスが

連結されているが、酷暑や極寒の中を足腰が悪く病気を抱える高

齢者に、何時間もかけ乗り継いでの通院は酷で、経済的にも支援が

必要。あわら市も国の交付金を活用して、高齢者の命と健康を守る

ため市外通院へのタクシー助成制度を実施すべきだと考えるが、

市長の所見を伺う。

市外通院の交通手段は乗り継ぐ負担はあるが確保されており、

重度の障がい者へは福祉タクシーの制度もある。高齢者の外出支

援は引き続き検討する。

私も更に高齢者の市外通院支援への政策立案に向け努力する。

タクシー料金の助成による高齢者の市外通院支援について

Q

A

あわら市総合振興計画の概要と進捗を知りたい。

現在、第2次の計画が満了することから、第3次の計画の策定を進め

ている。第３次計画は、令和8年度からの10年間を計画期間とすること

を予定しており、第2次計画の達成状況をしっかりと振り返った上で、

あわら市の現状の把握や、市民の声を計画に反映するべく、市民アン

ケートの実施やワークショップの開催など各種調査を進めている。

具体的な政策にまで落とし込むための体制構築をどう実現するか。

総合振興計画の事業の進捗状況については、毎年度、行政評価として

「事務事業評価」及び「施策評価」を実施し、成果や課題を検証するととも

に、必要に応じて見直しや改善を行うことで、計画の実効性を高めている。

計画を企画倒れにせずに着実に遂行するために、全庁的に俯瞰し

て、整合性の高い政策を立案し実行してほしい。

あわら市の長期ビジョンと政策立案体制について

Q

A

Q

A

Q

米の高騰が諸物価高騰の原因になっているとともに、米離れを

促進し、米作りが危機に陥る可能性もある。米作りを守り、米の消費

拡大を図るため、あわら市として米の購入支援をすべきではないか。

物価高騰対策として、低所得世帯支援金を支給している。米作

りを守るためには、生産者の経済的安定が重要であり、国への働き

かけや県などと協働して対策を講じていくことが必要である。

米価高騰対策について

Q

A

難聴者は、他人と会話がしにくいため、引きこもりがちになる。

補聴器が必要だが、経済的負担が非常に大きい。補聴器購入に対す

る支援をするべきではないか。

市では、聴覚障害による障害者手帳交付者には支援を行ってい

るが、それ以外の難聴者への支援も考えたい。

補聴器支援で、会話のある暮らしを

Q

A

住民本位で開かれた行政運営、スリムで効率的な行政システム

の確立を目指しての行財政改革プランがある。そのなかで、「人の

改革」について公務員倫理の向上、多彩な人材の確保の取り組みは

どうか。

公務員倫理向上のため、福井県自治研修所への派遣、庁内での

ハラスメント防止研修の実施のほか、綱紀粛正と服務規律確保の

通達をその都度発して徹底を図っている。人材確保では、社会人枠

の設置、年齢上限の引き上げ、職務能力試験の導入、インターン

シップ活用に加えて、不足する専門職は国や県との人事交流を通

して補完を行い、さらに地域活性化企業人制度を活用し、民間企業

の知見を有する人材を登用するなどの取り組みを行っている。

あわら市行財政改革プランについて

Q

A

適正処理体制状況はどのようか。また、公共施設に回収箱を設

置する考えはないか。

現在、JBRC法人が回収を実施し、坂井・あわら地区の協力店は5

店舗、うち市内には1店舗あり、損傷などの回収対象外のものは生

活環境課で回収している。回収方法については国の通達もあり、火

災事故防止や市民の利便性向上の観点から検討する。

リチウム電池の分別回収について

Q

A

1期目の成果と課題、2期目の市政運営を担う覚悟、市の将来展望を問う。

地域活性化をはじめ、少子高齢化対策、観光振興、福祉の充実、教育環境の

整備、財政健全化などに取り組み、能登半島地震への対応も行った。今後、若

者が住みたくなるまち、にぎわいと活気あるまち、災害に強いまちづくりを推

進するため、次期市政を担わせていただきたいと決意を固めたところである。

これまでの市政運営と今後について

Q

A

今年度の予算で温泉街の回遊性向上に向けて、5,000万円もか

けて具体的に何をするのか。

旅館送迎バスの共同化、セントピアあわらの今後の方向性の検

討、さらには持続可能な観光地経営を行っていくためのエリアマ

ネジメント組織の設立のため具体的な検討を行いたい。

竹田川周遊エリア整備構想において、駅前児童公園を1億1,000万

円かけて行う必要性を伺う。

誰もが日常的に集い、散策を楽しめる魅力的な拠点と、回遊軸

を整備し、駅周辺地区に回遊性と賑わいの創出を目指している。

観光振興について

Q

A

Q

A

Q現住者重視の定住対策や
移住促進の取り組みは？Qあわら市総合振興計画の概要と

今後の取り組みは？

Q産学官の連携による地域産業の
活性化と雇用拡大の可能性は？ Q子どもの遊び場の利用促進策と

価値向上策は？

Q温泉街の回遊性向上のための
具体的な施策は？ Qリチウム電池の処理体制の現状は？Qあわら市行財政改革プランに

おける「人の改革」の取り組みは？ Q米の購入支援を実施すべきでは？

Q捕獲隊の担い手確保と
負担軽減に向けた取り組みは？

Q

U
ES
TION ANSW

E
R

…議員の質問Q …市側の回答A …最後に一言

企業や大学と意見交換を行い、交流機会の創出を検討A 年齢別ゾーニングや魅力的な仕掛けで継続的な魅力向上を図るA

市民の声を反映すべく評価を重ねて着実な実行体制を構築A 乗り継ぐ負担はあるが交通手段は確保されつつあるA

研修の充実と採用制度の見直しにより、公務員倫理の
向上と多様な人材の確保を推進

A 低所得世帯に対して支援金を支給しているA

体験型ツアーで暮らしの魅力を発信A 捕獲隊への参加呼びかけ、ICT技術も積極的に取り入れているA

エリアマネジメント組織の設立と回遊軸を整備し賑わいを創出するA 市内の協力店による回収を実施A

高齢者の市外通院支援に関する
課題と対応は？

5 あわら市議会だより 令和７年（2025年） ８月号　No.85 4あわら市議会だより令和７年（2025年） ８月号　No.85



6月定例会では、10人の議員が一般質問を行いました。

1人25分の持ち時間の中で、さまざまな議論が行われました。ここでは、そのやりとりの一部を掲載しています。

一般質問では、議員が市政の課題や方針について質問し、まちをより良くするための提案を行います。

ダイジェスト

各議員の名前横に掲載しているQRコードを

スマートフォンなどで読み取っていただくと

動画の視聴ページをご覧いただけます。

スマホで

動画が

見られる！

一般 質 問

捕獲隊の担い手確保や負担軽減に向けた対策はあるのか。

担い手の確保のため、狩猟免許取得の助成などの際に捕獲隊へ

の参加を呼び掛けている。若手隊員には、ベテランが罠や猟銃の扱

い方などの研修を行っている。ICT施策としては、監視カメラや罠

作動を知らせる通信機器、赤外線装置などを導入し、捕獲の効率化

を図っている。

捕獲隊の負担軽減が重要と考えるがどうか。

毎年、年度初めに猟友会と協議を行い、活動報酬を都度見直し

ている。負担軽減策として、専門業者による捕獲個体の回収・焼却、

罠設置箇所のデジタル管理、捕獲結果のオンライン報告などを実

施している。

農業と生活を守る有害鳥獣対策の強化について

Q

A

Q

A

議員

み かみ ひろ あき

三 上 寛了

議員

あお やぎ あつ し

青 柳 篤始

議員

しま だ とし や

島 田 俊哉

議員

ひら の とき お

平 野 時夫

議員

きの した ゆう じ

木 下 勇二

議員

よし だ た いち

吉 田 太一

議員

きた うら ひろ のり

北 浦 博憲

移住者が定住する対策だけでなく、今あわらに住んでいる人に

重きを置く定住対策制度設計があるべきではないか。

人口減少対策チームによると、若い女性の転出が目立ってい

る。転入元・転出先の4割が近隣の坂井市や福井市となっている。こ

うした現状の分析から、あわら市の目指す方向を市内の人を逃が

さないことと市内に人を呼び込むこととし政策を進めている。

移住体験ツアーは具体的にどのような企画か。

日帰りのチョイス型体験ツアーとなっており、空き家の内覧

会、地元農産物直売所や子育て支援センターの見学、先輩移住者と

の交流会などあわらでの生活を検討するためのツアーである。

移住定住について

Q

A

Q

A

議員

ほり た

堀 田 あけみ

議員

やま かわ とも ろういち

山 川 知一郎議員

むろ たに よう ろういち

室 谷 陽一郎

複合福祉施設内に計画されている「子どもの遊び場」完成後、

「行ってみたい」と思えるような利用促進策や、保護者目線での価

値向上策の考えは。

選ばれる遊び場となるよう年齢に応じたゾーニングやフォト

スポットを多数取り入れ、完成後も継続的なブラッシュアップを

図っていく。

子どもの遊び場の活用と子育て支援のあり方について

Q

A

これまでの企業誘致の成果と課題は。

古屋石塚テクノパークに４企業が進出し、また企業立地助成金を

活用した工場等の新築・増築が25件あり、200人超の新規雇用が創出

され、市税増収や人口維持・拡大などの成果が得られた。課題として、近

隣市町も同様の優遇措置があり、より魅力的な制度設計が求められる。

企業誘致と地元企業支援、人材確保戦略について

Q

A

本市は福井工業大学と総合協力協定、福井大学、福井県立大学

と包括的連携に関する協定を結んでいる。産学官の連携による事

業の創出を通して製品開発につなげ、雇用の拡大や産業の活性化

を図ってはどうか。

有意義な提案であると受け止め、企業や大学と十分な意見交換

を行いながら、連携の可能性について検討したい。

福井工業大学あわらキャンパスには、体育館、人工芝グラウンドが

ある。学生と市内の児童・生徒とのスポーツ交流を行ってはどうか。

地域に開かれた大学づくりを進める大学の姿勢も踏まえ、ス

ポーツ利用だけではなく、施設全体の活用を踏まえた交流機会の

創出についても前向きに検討する。

大学連携について

Q

A

Q

A

免許返納した高齢者がかかりつけの市外病院への通院に困っ

ている現状がある。地図上ではデマンドタクシーと電車やバスが

連結されているが、酷暑や極寒の中を足腰が悪く病気を抱える高

齢者に、何時間もかけ乗り継いでの通院は酷で、経済的にも支援が

必要。あわら市も国の交付金を活用して、高齢者の命と健康を守る

ため市外通院へのタクシー助成制度を実施すべきだと考えるが、

市長の所見を伺う。

市外通院の交通手段は乗り継ぐ負担はあるが確保されており、

重度の障がい者へは福祉タクシーの制度もある。高齢者の外出支

援は引き続き検討する。

私も更に高齢者の市外通院支援への政策立案に向け努力する。

タクシー料金の助成による高齢者の市外通院支援について

Q

A

あわら市総合振興計画の概要と進捗を知りたい。

現在、第2次の計画が満了することから、第3次の計画の策定を進め

ている。第３次計画は、令和8年度からの10年間を計画期間とすること

を予定しており、第2次計画の達成状況をしっかりと振り返った上で、

あわら市の現状の把握や、市民の声を計画に反映するべく、市民アン

ケートの実施やワークショップの開催など各種調査を進めている。

具体的な政策にまで落とし込むための体制構築をどう実現するか。

総合振興計画の事業の進捗状況については、毎年度、行政評価として

「事務事業評価」及び「施策評価」を実施し、成果や課題を検証するととも

に、必要に応じて見直しや改善を行うことで、計画の実効性を高めている。

計画を企画倒れにせずに着実に遂行するために、全庁的に俯瞰し

て、整合性の高い政策を立案し実行してほしい。

あわら市の長期ビジョンと政策立案体制について

Q

A

Q

A

Q

米の高騰が諸物価高騰の原因になっているとともに、米離れを

促進し、米作りが危機に陥る可能性もある。米作りを守り、米の消費

拡大を図るため、あわら市として米の購入支援をすべきではないか。

物価高騰対策として、低所得世帯支援金を支給している。米作

りを守るためには、生産者の経済的安定が重要であり、国への働き

かけや県などと協働して対策を講じていくことが必要である。

米価高騰対策について

Q

A

難聴者は、他人と会話がしにくいため、引きこもりがちになる。

補聴器が必要だが、経済的負担が非常に大きい。補聴器購入に対す

る支援をするべきではないか。

市では、聴覚障害による障害者手帳交付者には支援を行ってい

るが、それ以外の難聴者への支援も考えたい。

補聴器支援で、会話のある暮らしを

Q

A

住民本位で開かれた行政運営、スリムで効率的な行政システム

の確立を目指しての行財政改革プランがある。そのなかで、「人の

改革」について公務員倫理の向上、多彩な人材の確保の取り組みは

どうか。

公務員倫理向上のため、福井県自治研修所への派遣、庁内での

ハラスメント防止研修の実施のほか、綱紀粛正と服務規律確保の

通達をその都度発して徹底を図っている。人材確保では、社会人枠

の設置、年齢上限の引き上げ、職務能力試験の導入、インターン

シップ活用に加えて、不足する専門職は国や県との人事交流を通

して補完を行い、さらに地域活性化企業人制度を活用し、民間企業

の知見を有する人材を登用するなどの取り組みを行っている。

あわら市行財政改革プランについて

Q

A

適正処理体制状況はどのようか。また、公共施設に回収箱を設

置する考えはないか。

現在、JBRC法人が回収を実施し、坂井・あわら地区の協力店は5

店舗、うち市内には1店舗あり、損傷などの回収対象外のものは生

活環境課で回収している。回収方法については国の通達もあり、火

災事故防止や市民の利便性向上の観点から検討する。

リチウム電池の分別回収について

Q

A

1期目の成果と課題、2期目の市政運営を担う覚悟、市の将来展望を問う。

地域活性化をはじめ、少子高齢化対策、観光振興、福祉の充実、教育環境の

整備、財政健全化などに取り組み、能登半島地震への対応も行った。今後、若

者が住みたくなるまち、にぎわいと活気あるまち、災害に強いまちづくりを推

進するため、次期市政を担わせていただきたいと決意を固めたところである。

これまでの市政運営と今後について

Q

A

今年度の予算で温泉街の回遊性向上に向けて、5,000万円もか

けて具体的に何をするのか。

旅館送迎バスの共同化、セントピアあわらの今後の方向性の検

討、さらには持続可能な観光地経営を行っていくためのエリアマ

ネジメント組織の設立のため具体的な検討を行いたい。

竹田川周遊エリア整備構想において、駅前児童公園を1億1,000万

円かけて行う必要性を伺う。

誰もが日常的に集い、散策を楽しめる魅力的な拠点と、回遊軸

を整備し、駅周辺地区に回遊性と賑わいの創出を目指している。

観光振興について

Q

A

Q

A

Q現住者重視の定住対策や
移住促進の取り組みは？Qあわら市総合振興計画の概要と

今後の取り組みは？

Q産学官の連携による地域産業の
活性化と雇用拡大の可能性は？ Q子どもの遊び場の利用促進策と

価値向上策は？

Q温泉街の回遊性向上のための
具体的な施策は？ Qリチウム電池の処理体制の現状は？Qあわら市行財政改革プランに

おける「人の改革」の取り組みは？ Q米の購入支援を実施すべきでは？

Q捕獲隊の担い手確保と
負担軽減に向けた取り組みは？

Q

U
ES
TION ANSW

E
R

…議員の質問Q …市側の回答A …最後に一言

企業や大学と意見交換を行い、交流機会の創出を検討A 年齢別ゾーニングや魅力的な仕掛けで継続的な魅力向上を図るA

市民の声を反映すべく評価を重ねて着実な実行体制を構築A 乗り継ぐ負担はあるが交通手段は確保されつつあるA

研修の充実と採用制度の見直しにより、公務員倫理の
向上と多様な人材の確保を推進

A 低所得世帯に対して支援金を支給しているA

体験型ツアーで暮らしの魅力を発信A 捕獲隊への参加呼びかけ、ICT技術も積極的に取り入れているA

エリアマネジメント組織の設立と回遊軸を整備し賑わいを創出するA 市内の協力店による回収を実施A

高齢者の市外通院支援に関する
課題と対応は？
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
質
疑

全ての

議案一覧は

コチラから

総務厚生

常任委員会

産業建設教育

常任委員会
　一般会計で総額7,866万2千円を増額し、予算総額は175億866万2千円となりました。主な歳出予算は、金津

雲雀ヶ丘寮照明のLED化、魅力的な宿泊施設に改修するための補助金、将棋タイトル戦誘致補助金、地場産プラス

ワン給食実施経費、剱岳グラウンド整地工事費などが計上されています。

　5月22日から12日間にわたって、6月定例会が開催さ

れました。定例会では、議案20件、陳情1件を審議。５月26

日、27日には10人の議員が一般質問を行いました。

　6月2日の本会議では、常任委員会での審査結果が報告

され、採決の結果、すべての議案が可決されました。なお、

陳情１件（食料・農業・地域政策の推進に向けた陳情）も採

択となりました。

採決結果一覧

議案の結果

第
1
2
6
回  

あ
わ
ら
市
議
会
定
例
会
　

31
専決処分の承認を求めることについて

（あわら市税条例の一部を改正する条例の制定について）

議　案　内　容

表決
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成

反
対

議

決

結

果

卯

目

北

島

山

川

笹

原

八

木

山
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吉
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利

平

野
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谷
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島
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青
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ひ
ろ
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一
郎

幸

信

秀

雄
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喜
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一

純

雄

時

夫
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一
郎

あ
け
み

博

憲

勇

二

俊

哉

篤

始

寛

了

賛

成

反

対

議

案

番

号

承  認 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ 欠 ○ ○ ○ ○×

5.22
▲

6.2

令和7年度 一般会計補正予算 （第1号）成立

多様で魅力的な宿泊施設に改修する

ための補助金を、当初予算２千万円

から追加しました。

魅力的な宿泊施設に

改修するための補助金

2,628万4千円

令和６年度に実施した竜王戦に引き

続き、同レベルのタイトル戦を誘致

するため補助金を計上し、市全体の

活性化を図ります。

将棋タイトル戦

誘致補助金

1,500万円

照明のLED化を令和17年度までの10

年リース方式で改修します。総額は約

5,251万円で令和8年度以降のリース

料は債務負担行為を設定しました。

金津雲雀ヶ丘寮

照明設備リース料

393万9千円

年
間
の
リ
ー
ス
料
が
約
5
2
4
万
円
と
な
る
が
、
電
気
代

の
削
減
効
果
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

現
時
点
で
は
年
間
8
0
0
万
円
〜
９
0
0
万
円
程
度
の

電
気
代
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問

答
弁 金

津
雲
雀
ヶ
丘
寮
の
L
E
D
化

補
正
予
算
額 

３
９
３
万
９
千
円

誘
致
に
よ
っ
て
最
大
限
の
経
済
波
及
効
果
が
市
内
全
域

に
広
が
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
開
催
を
通

じ
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
増
加
す
る
よ
う
な
好
循
環
を

生
み
出
し
て
ほ
し
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
観
光
誘
客
策
と
し
て
、
旅
館

の
宿
泊
プ
ラ
ン
や
大
盤
解
説
会
の
入
場
チ
ケ
ッ
ト
を
返
礼
品
に
す

る
こ
と
な
ど
も
含
め
、全
国
か
ら
の
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁 将

棋
タ
イ
ト
ル
戦
誘
致
補
助
金

補
正
予
算
額 

１
，
５
０
０
万
円

事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

若
年
層
の
保
育
士
希
望
者
の
減
少
対
策
と
し
て
、
小
中
学

生
に
保
育
体
験
の
機
会
を
提
供
し
、
こ
ど
も
園
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
問

答
弁

補
正
予
算
額 

50
万
円

新
規
保
育
士
・
保
育
の

　
　
　
　
　
現
場
の
魅
力
発
信
事
業

魅
力
向
上
の
た
め
に
、
中
学
生
の
と
き
か
ら
市
内
在
住
の

大
学
生
と
の
継
続
的
な
交
流
機
会
の
創
出
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁 中

高
一
貫
ク
ラ
ス
魅
力
向
上
事
業

補
正
予
算
額 

28
万
７
千
円

こ
れ
ま
で
財
産
管
理
制
度
を
活
用
し
て
空
き
家
等
を
除

却
す
る
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

過
去
に
略
式
代
執
行
で
空
き
家
を
撤
去
し
た
事
例
は

あ
っ
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
財
産
管
理
制
度
を
使
っ
て
建
物
自

体
を
解
体
す
る
方
法
は
あ
わ
ら
市
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
、

県
内
で
も
こ
う
し
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

質
問

答
弁 空

き
家
対
策
事
業

補
正
予
算
額 

97
万
８
千
円

昨
年「
ふ
く
い
食
の
國
2
9
1（
に
ー
き
ゅ
う
い
ち
）」で
開

催
さ
れ
た
物
産
展
で
は
販
売
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
た
め
、事
業
継

続
の
観
点
か
ら
も
、市
町
が
県
外
で
P
R
活
動
を
行
う
た
め
の
予

算
強
化
を
県
に
し
っ
か
り
要
望
し
て
ほ
し
い
。

今
年
度
は
県
か
ら
チ
ラ
シ
作
成
費
等
の
支
援
を
受
け
て

お
り
、
今
後
は
来
場
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
県
に
対
し
て
よ
り

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁 市

街
地
賑
わ
い
創
出
事
業

補
正
予
算
額 

29
万
７
千
円

7,866 万2千円を増額!!

6月定例会の流れ

月　日

５/22 （木）

本会議

予算決算常任委員会

本会議

本会議

総務厚生常任委員会

産業建設教育常任委員会

予算決算常任委員会

本会議

・議案上程　・会期決定

・予算質疑

・一般質問

・一般質問

・議案審査

・議案審査

・質疑　・討論　・採決

５/26 （月）

５/27 （火）

５/28 （水）

５/29 （木）

６/ 2 （月）

会 議 名・会 議 内 容

賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠
※議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

これ以外の議案等は賛成全員で可決しています。

詳しくはQRコードからご覧ください。

採決で賛否が分かれた議案のみを

掲載しています。

令和7年6月

定例会を

開催しました

定例会を

開催しました

▲ 補助金を活用して改修した客室
福井県の伝統工芸品などをしつらえている

▲ 照明設備を改修する金津雲雀ヶ丘寮▲ 昨年の対局で初手を指す先手の佐々木勇気八段（左）
『提供：第37期竜王戦第二局あわら対局実行委員会』

そ
の
他
の
質
疑
や
詳
し
い
内
容
は
、

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
質
疑

全ての

議案一覧は

コチラから

総務厚生

常任委員会

産業建設教育

常任委員会
　一般会計で総額7,866万2千円を増額し、予算総額は175億866万2千円となりました。主な歳出予算は、金津

雲雀ヶ丘寮照明のLED化、魅力的な宿泊施設に改修するための補助金、将棋タイトル戦誘致補助金、地場産プラス

ワン給食実施経費、剱岳グラウンド整地工事費などが計上されています。

　5月22日から12日間にわたって、6月定例会が開催さ

れました。定例会では、議案20件、陳情1件を審議。５月26

日、27日には10人の議員が一般質問を行いました。

　6月2日の本会議では、常任委員会での審査結果が報告

され、採決の結果、すべての議案が可決されました。なお、

陳情１件（食料・農業・地域政策の推進に向けた陳情）も採

択となりました。

採決結果一覧

議案の結果

第
1
2
6
回  

あ
わ
ら
市
議
会
定
例
会
　

31
専決処分の承認を求めることについて

（あわら市税条例の一部を改正する条例の制定について）

議　案　内　容

表決

賛
成

反
対

議

決

結

果

卯

目

北

島

山

川

笹

原

八

木

山

田

吉

田

毛

利

平

野

室

谷

堀

田

北

浦

木

下

島

田

青

柳

三

上

ひ
ろ
み

登
知
一
郎

幸

信

秀

雄

重

喜

太

一

純

雄

時

夫

陽
一
郎

あ
け
み

博

憲

勇

二

俊

哉

篤

始

寛

了

賛

成

反

対

議

案

番

号

承  認 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ 欠 ○ ○ ○ ○×

5.22

▲

6.2

令和7年度 一般会計補正予算 （第1号）成立

多様で魅力的な宿泊施設に改修する

ための補助金を、当初予算２千万円

から追加しました。

魅力的な宿泊施設に

改修するための補助金

2,628万4千円

令和６年度に実施した竜王戦に引き

続き、同レベルのタイトル戦を誘致

するため補助金を計上し、市全体の

活性化を図ります。

将棋タイトル戦

誘致補助金

1,500万円

照明のLED化を令和17年度までの10

年リース方式で改修します。総額は約

5,251万円で令和8年度以降のリース

料は債務負担行為を設定しました。

金津雲雀ヶ丘寮

照明設備リース料

393万9千円

年
間
の
リ
ー
ス
料
が
約
5
2
4
万
円
と
な
る
が
、
電
気
代

の
削
減
効
果
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

現
時
点
で
は
年
間
8
0
0
万
円
〜
９
0
0
万
円
程
度
の

電
気
代
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問

答
弁 金

津
雲
雀
ヶ
丘
寮
の
L
E
D
化

補
正
予
算
額 

３
９
３
万
９
千
円

誘
致
に
よ
っ
て
最
大
限
の
経
済
波
及
効
果
が
市
内
全
域

に
広
が
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
開
催
を
通

じ
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
増
加
す
る
よ
う
な
好
循
環
を

生
み
出
し
て
ほ
し
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
観
光
誘
客
策
と
し
て
、
旅
館

の
宿
泊
プ
ラ
ン
や
大
盤
解
説
会
の
入
場
チ
ケ
ッ
ト
を
返
礼
品
に
す

る
こ
と
な
ど
も
含
め
、全
国
か
ら
の
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁 将

棋
タ
イ
ト
ル
戦
誘
致
補
助
金

補
正
予
算
額 

１
，
５
０
０
万
円

事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

若
年
層
の
保
育
士
希
望
者
の
減
少
対
策
と
し
て
、
小
中
学

生
に
保
育
体
験
の
機
会
を
提
供
し
、
こ
ど
も
園
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
問

答
弁

補
正
予
算
額 

50
万
円

新
規
保
育
士
・
保
育
の

　
　
　
　
　
現
場
の
魅
力
発
信
事
業

魅
力
向
上
の
た
め
に
、
中
学
生
の
と
き
か
ら
市
内
在
住
の

大
学
生
と
の
継
続
的
な
交
流
機
会
の
創
出
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁 中

高
一
貫
ク
ラ
ス
魅
力
向
上
事
業

補
正
予
算
額 

28
万
７
千
円

こ
れ
ま
で
財
産
管
理
制
度
を
活
用
し
て
空
き
家
等
を
除

却
す
る
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

過
去
に
略
式
代
執
行
で
空
き
家
を
撤
去
し
た
事
例
は

あ
っ
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
財
産
管
理
制
度
を
使
っ
て
建
物
自

体
を
解
体
す
る
方
法
は
あ
わ
ら
市
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
、

県
内
で
も
こ
う
し
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

質
問

答
弁 空

き
家
対
策
事
業

補
正
予
算
額 

97
万
８
千
円

昨
年「
ふ
く
い
食
の
國
2
9
1（
に
ー
き
ゅ
う
い
ち
）」で
開

催
さ
れ
た
物
産
展
で
は
販
売
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
た
め
、事
業
継

続
の
観
点
か
ら
も
、市
町
が
県
外
で
P
R
活
動
を
行
う
た
め
の
予

算
強
化
を
県
に
し
っ
か
り
要
望
し
て
ほ
し
い
。

今
年
度
は
県
か
ら
チ
ラ
シ
作
成
費
等
の
支
援
を
受
け
て

お
り
、
今
後
は
来
場
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
県
に
対
し
て
よ
り

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁 市

街
地
賑
わ
い
創
出
事
業

補
正
予
算
額 

29
万
７
千
円

7,866 万2千円を増額!!

6月定例会の流れ

月　日

５/22 （木）

本会議

予算決算常任委員会

本会議

本会議

総務厚生常任委員会

産業建設教育常任委員会

予算決算常任委員会

本会議

・議案上程　・会期決定

・予算質疑

・一般質問

・一般質問

・議案審査

・議案審査

・質疑　・討論　・採決

５/26 （月）

５/27 （火）

５/28 （水）

５/29 （木）

６/ 2 （月）

会 議 名・会 議 内 容

賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠
※議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

これ以外の議案等は賛成全員で可決しています。

詳しくはQRコードからご覧ください。

採決で賛否が分かれた議案のみを

掲載しています。

令和7年6月

定例会を

開催しました

定例会を

開催しました

▲ 補助金を活用して改修した客室
福井県の伝統工芸品などをしつらえている

▲ 照明設備を改修する金津雲雀ヶ丘寮▲ 昨年の対局で初手を指す先手の佐々木勇気八段（左）
『提供：第37期竜王戦第二局あわら対局実行委員会』

そ
の
他
の
質
疑
や
詳
し
い
内
容
は
、

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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９月定例会のお知らせ

会 期 8月25日（月）～10月7日（火）

日 月 火 水 木 金 土

25

1

8

15

22

29

6

26

2

9

16

23

30

7

27

3

10

17

24

1

8

28

4

11

18

25

2

9

29

5

12

19

26

3

10

30

6

13

20

27

4

11

24

31

7

14

21

28

5

本会議
予算決算

常任委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（採決等）

本会議
（一般質問）

産業建設教育常任委員会
（決算審査）

本会議
（採決等）

総務厚生
常任委員会

（決算審査）

総務厚生
常任委員会

（決算審査）

総務厚生
常任委員会

予算決算
常任委員会

予算決算
常任委員会

産業建設教育
常任委員会

※日程は都合により変更されることがあります
※傍聴をご希望の方は議会事務局までお問い合わせください

議員と“語りたい”団体募集！
　今回の金津小学校のように、議員と語りたい団体・グループを募集しています。

参加者と議員が少人数のグループで気軽に意見交換できる場です。共に「あわら

の未来」について考えてみませんか？みなさまのご応募をお待ちしています！

子ども議会を開催します！
　中学生が“議員”となり、市政について真剣に

考え、自らの言葉で意見を発信する「子ども議

会」が、今年も開催されます。

当日の様子は市議会公式YouTubeにてリアルタイムで配信されます。

未来のまちづくりを担う子どもたちの“声”に、ぜひ耳を傾けてみてください。

パソコン、スマートフォン、

タブレットで本会議の様子

をみてみませんか？過去の

映像など配信しています。

Topics

［編集］あわら市議会広報特別委員会

〒919-0692  福井県あわら市市姫三丁目1番1号

あわら市議会事務局  TEL.0776-73-8045（直通）

本議会をライブ配信しています

発　行 

あわら市議会

市民のみなさんに親しまれ

る紙面を目指しています。

紙面についてのご意見・ご

感想をお寄せください。

ご意見・ご感想をお寄せください

～ 議員と語るまちの未来 ～

あわら市議会では、“市民”と“議員”が意見を交わす場として「議員と語ろう会」を開催しています。

今回は、金津小学校の6年生と意見交換を行った様子をご紹介します！

新発見！

「議長席って、こんなふうになってるん

だ！」と子どもたち。実際に議場内を見

学するなかで、議会やまちづくりへの興

味を深めてくれました。

議長席に座って特別体験！

議員が議会の役割や、まちのルールがど

う決まるのかをお話ししました。子ども

たちはメモを取りながら、真剣な表情で

耳を傾けてくれました。

議会ってどんなところ？ 
議員がわかりやすく解説！

「議員って、どんな仕事をしているの？」

「ショッピングセンターができるといい

な」など、子どもたちからたくさんの質

問やアイデアが飛び出しました。

グループに分かれて
子どもたちと意見交換！

議員の皆さんとの対話

を通して、自分たちのま

ちへの興味や関心が高

まりました！

開催日 10月22日（水）午後1時30分から

対 象 市内に拠点を置く団体、または市内に在住・在勤・在学する方々による

3名以上のグループ

申込み お申込みは右記QRコードを読み取り、応募要項をご確認のうえ、

お申込みください

8p

議
員
の
し
ご
と
を

   

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

2-3p

始
ま
り
ま
す
！

   

新
生
あ
わ
ら
市
議
会

特 集

8/

9/

10/

▲市議会HP ▲投稿フォーム

金津まつりの階段をのぼる小さな背中。

このまちの想いと伝統が、静かに

子どもたちの心に受け継がれていきます。

撮影場所：金津神社

photo by tomosaki

＃未来に残したい

あわらの風景

2025 summer

vol.85

6月定例会

議会だよりリニューアルしました


